

































































































図表 1 国美電器の全国年間取扱高ブランドランキングトップ 10
（主要家電製品：カラーテレビ，エアコン，冷蔵庫）
順位
カラー TV エアコン 冷蔵庫
2005 2006 2005 2006 2005 2006
1 ハイアール Hisense 美的 美的 美菱 ハイアール
2 Hisense Philips 美的 ハイアール ハイアール ハイアール
3 ハイアール KONKA 春蘭 春蘭 ハイアール Hisense
4 ソニー 三洋 ハイアール ハイアール 美菱 美菱
5 パンダ TCL ハイアール ハイアール 小天鵝 ハイアール
6 TCL Philips LG Hisense 小天鵝 Siemens
7 ハイアール 長虹 ハイアール 春蘭 美菱 Siemens
8 ソニー 長虹 美的 ハイアール 美菱 ハイアール
9 Hisense Hisense ハイアール ハイアール ハイアール ハイアール
10 KONKA Philips 美的 Galanz Electrolux Hisense

































































































































































































1 ハイアル 806 15 1.90％ 49 6.10％ 39 4.80％ 0.8 0.10％
2 聯想 403 12 3.00％ 18 4.50％ 12 3.00％ 0.7 0.17％
3 TCL 382 14 3.70％ 128 33.50％ 13 3.40％ 0.5 0.13％
4 上海広電 307 13 4.20％ 124 40.40％ 10 3.30％ 0.1 0.03％
5 熊猫電子 263 6 2.30％ 77 29.30％ 3 1.10％ 0.2 0.08％
6 海信 221 3 1.40％ 30 13.60％ 8 3.60％ 1 0.45％
7 華為技術 217 38 17.50％ 37 17.10％ 32 14.70％ N.A N.A.
8 北京北大方正 181 8 4.40％ 5 2.80％ 9 5.00％ 0.5 0.28％
9 広東美的 175 4 2.30％ 42 24.00％ 5 2.90％ 0.6 0.34％
10 中興通信 174 12 6.90％ 22 12.60％ 13 7.50％ N.A N.A.
11 京東方科技 161 4 2.50％ 26 16.10％ 4 2.50％ 0.1 0.06％
12 四川長虹電子 158 3 1.90％ 54 34.20％ 8 5.10％ 0.2 0.13％
トップ 12社平均 287 11 3.80％ 51 17.70％ 13 4.50％ 0.47 0.16％
出所：中国電子工業年鑑（2004）
注：網かけの部分は最も大きな値とそれを達成している企業名











































































2002年 8月 29日，合弁会社の寧波・波導 SAGEM電子有限公司の設立を決定。





































































































































































































































































Prahalad & Allen Hammond ’Serving the world’s poor, profitably’,
























































利益総額は 3万 4，548億元で，前年比 32％減少してい
る。その他，人民元切り上げも中国家電産業の国際競争
力を脅かす新たな要素となっている。



























18） このようなビジネスモデルに対する潜在性を Prahalad &
Allen Hammond ’Serving the world’s poor, profitably’ , Har-
vard Business Review（September, 2002）が示唆して，
注目されるようになった。
19）「通商白書」（2005）
20） Lenovoの IBMパソコン事業の買収成功に続き，2005年
6月ハイアールが 21億ドルにのぼるアメリカ第 3位家電
メーカーの買収を試みたが失敗。このような海外進出方
式は工場建設や市場開拓時間を短縮し，Lenovoの事例と
同様，迅速にブランド価値を高め，世界的なプレゼンス
を高めることができるメリットがあるとされているが，
中国企業の海外買収の道はまだまだ遠い。
21） 小林守「発展途上国での海外事業における利益回収問
題―技術移転に関する対価の回収を中心に―」（1999年，
「アジア経営研究」第 5号，アジア経営学会）
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